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▲開会の挨拶をする富沢茂部長

◀挨拶をする高橋哲部長

し
ま
し
た
。
部
会
員
と
前

橋
青
果
な
ど
の
各
関
係
機

関
担
当
者
合
わ
せ
て
約
30

人
が
出
席
。

同
部
の
高
橋
哲
部
長
は

「
高
温
日
が
今
後
も
続
く

た
め
、
熱
中
症
に
気
を
付

け
て
良
い
プ
ラ
ム
の
出
荷

に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
出
荷

総
会
で
は
「
大
石
早
生
」

や
「
ソ
ル
ダ
ム
」「
貴
陽
」

な
ど
の
共
選
出
荷
の
規
格

を
確
認
。
パ
ッ
ク
内
の
緩

み
は
無
い
よ
う
に
し
、
皆

掛
重
量
は
６
㌕
以
上
と
す

る
よ
う
呼
び
掛
け
ま
し

た
。最

後
に
西
部
農
業
事
務

所
の
担
当
者
か
ら
今
後
の

プ
ラ
ム
の
管
理
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

気
温
が
高
く
推
移
す
る

と
成
熟
が
早
ま
る
た
め
、

果
皮
の
着
色
や
果
肉
の
弾

力
を
確
認
し
て
早
め
の
収

穫
を
心
が
け
る
よ
う
部
員

に
話
し
ま
し
た
。

Ａ
は
ぐ
く

み
は
る
な

プ
ラ
ム
部
は
７
月
４

日
、
西
部
営
農
セ
ン

タ
ー
で
令
和
７
年
度

の
出
荷
総
会
を
開
催

はるな
プラム部
出荷総会

Ｊ
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里東桃部
出荷総会
クビアカ対策
講演会を開催

東
桃
部
は

７
月
10
日
、

Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
ガ
ス

セ
ン
タ
ー
で
令
和
７

年
度
の
出
荷
総
会
を

開
き
ま
し
た
。
部

員
、
関
係
者
合
わ
せ

て
25
人
が
出
席
し
、

今
後
の
桃
栽

培
や
栽
培
履
歴

な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行

い
、
良
質
出
荷

を
申
し
合
わ
せ

ま
し
た
。

　

出
荷
総
会
後

は
、神
奈
川
県

座
間
市
の「
座

間
安
全
・
安
心

推
進
会
」会
長

の
小
林
覚
さ

ん
を
講
師
に

招
き
、ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
ム
シ（
以
下
ク
ビ
ア
カ
）

の
対
策
講
演
会
を
開
催
。ク

ビ
ア
カ
の
基
礎
知
識
を
再
度

確
認
し
、「
座
間
安
全
・
安
心

推
進
会
」で
の
撲
滅
に
向
け

た
活
動
実
績
や
桃
な
ど
の
果

樹
へ
の
被
害
対
策
を
学
び
ま

し
た
。群
馬
県
の
令
和
６
年

度
の
ク
ビ
ア
カ
被
害
状
況
調

査
で
は
、県
内
24
市
町
村
で

１
万
５
０
８
本
の
樹
木
被
害

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、こ
こ
数

年
で
急
拡
大
し
て
い
ま
す
。

里

ＪＡはぐくみ
女性協
ママさん大学
山梨を満喫

Ａ
は
ぐ
く

み
女
性
組

織
協
議
会
は
７
月

７
～
８
日
の
２
日

間
、
令
和
７
年
度

の
「
マ
マ
さ
ん
大

学
」
を
開
校
し
ま

し
た
。
第
６
期
３

学
年
の
33
人
が
参

加
し
、
山
梨
県
の

旅
を
満
喫
し
ま
し

た
。１

日
目
は
ま

ず
、
ハ
ー
ブ
庭
園

旅
日
記
富
士
河
口

湖
庭
園
で
ハ
ー
ブ

の
香
り
で
癒
さ
れ
、

山
梨
の
名
物
ラ
ン
チ

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し

た
。
午
後
に
は
、
世

界
文
化
遺
産
の
忍
野

八
海
を
有
す
る
忍
野

Ｊ

村
を
散
策
。
透
き
通
っ
た
湧

泉
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
に
は
、
山
梨
県
立

美
術
館
へ
赴
き
、「
落
穂
拾

い
」
な
ど
で
有
名
な
ミ
レ
ー

の
作
品
を
鑑
賞
し
、
武
田
信

玄
ゆ
か
り
の
武
田
神
社
を
参

拝
。
最
後
は
、
信
玄
餅
詰
め

放
題
体
験
を
し
、
お
土
産
を

買
い
、
群
馬
へ
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
女
性

協
で
は
、
活
動
の
活
性
化
と

会
員
間
で
の
親
睦
を
目
的
に

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

▲ハーブ庭園で記念撮影をする参加者

2JAはぐくみ



に
見
送
ら
れ
な
が
ら
地
域
の

一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
向
か
い

ま
し
た
。

　

高
崎
北
署
に
よ
る
と
24
年

度
、同
管
内
の
果
樹
の
盗
難

被
害
は
３
件
確
認
さ
れ
て
お

り
、25
年
度
も
既
に
１
件
発

生
し
て
い
ま
す
。西
部
営
農
セ

ン
タ
ー
の
清
水
晋
セ
ン
タ
ー
長

は
、「
盗
難
な
ど
の
被
害
を
防

止
す
る
に
は
地
域
の
各
団
体

と
の
連
携・
協
力
が
不
可
欠
。

Ｊ
Ａ
は
そ
の
橋
渡
し
が
で
き

る
よ
う
積
極
的
に
活
動
し
て

い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

Ａ
は
ぐ
く

み
里
東
果

実
部
は
24
日
、
Ｊ
Ａ

は
ぐ
く
み
ガ
ス
セ
ン

タ
ー
で
出
荷
総
会

を
開
き
ま
し
た
。
部

員
や
関
係
機
関
の
担

当
者
が
出
席
し
、
今

後
の
梨
の
栽
培
管
理
や

行
事
へ
の
参
加
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

は
ぐ
く
み
牧
野
耕
一
郎

理
事
長
は
「
猛
暑
に
よ

る
高
温
障
害
が
心
配
だ

が
、
榛
名
の
誇
れ
る
美

味
し
い
果
物
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
」と
挨
拶
。

県
西
部
農
業
事
務
所

の
担
当
者
は
、
昨
年
同

様
高
温
に
な
る
見
通
し

な
の
で
、
み
つ
症
や
コ

ル
ク
症
状
な
ど
、
高
温

障
害
へ
の
対
策
を
十
分

行
う
旨
呼
び
掛
け
ま
し

た
。梨

は
、
８
月
に
入
る

と
「
幸
水
」
を
皮
切
り

に「
豊
水
」「
二
十
世
紀
」

な
ど
が
順
次
直
売
所
等

に
並
び
だ
し
ま
す
。
里

東
果
実
部
の
富
岡
幸
次

部
長
は
「
昨
年
同
様
降

雨
も
多
く
、
よ
く
肥
大

化
し
て
お
り
、
甘
く
良

質
な
梨
に
な
っ
て
い

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

里東果実部
出荷総会
梨「幸水」
８月から

▲出発式で整列するパトロール車両と参加者

Ｊ

崎
北
警
察
署

は
７
月
25
日
、

Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
西
部
営

農
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
で

「
果
樹
園
警
戒
出
発
式
」

を
行
い
ま
し
た
。
高
崎

市
榛
名
支
所
や
は
る
な

果
樹
振
興
協
議
会
な

ど
、
各
関
係
機
関
が
参

加
し
、
榛
名
・
箕
郷
地

域
の
果
樹
園
を
中
心
に

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
。
高
崎
北
警
察
署
の

根
岸
署
長
は
、「
同
地

域
は
桃
や
プ
ラ
ム
、
８

月
か
ら
は
梨
も
始
ま
る

果
物
の
一
大
産
地
。
各

団
体
と
連
携
し
た
合
同

パ
ト
ロ
ー
ル
で
当
面
の

間
は
警
戒
を
強
め
て
い

く
」
と
挨
拶
。
出
発
式

後
、
参
加
者
は
、
来
賓

高 果樹パトロール
出発式
果樹の
盗難防止へ

◀挨拶を行う牧野耕一郎理事長

33
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最
近
の
夏
は
猛
暑
が
一
段
と
厳
し
く
、
熱
中
症
の
リ
ス

ク
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
甲
子
園
球
場
で
行
わ
れ
る
夏

の
高
校
野
球
も
、２
０
２
４
年
に
は
2
部
制
が
導
入
さ
れ
、

最
も
暑
い
昼
過
ぎ
を
避
け
て
、
午
前
中
と
夕
方
以
降
に
試

合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
真
夏
の
ス
ポ
ー
ツ
、
屋
外
で
の
作

業
は
熱
中
症
の
対
策
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

小
ま
め
に
水
分
を
取
る
こ
と
は
熱
中
症
対
策
の
基
本
で

す
が
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
ア
イ
ス
ス
ラ
リ
ー
と

い
う
飲
み
物
で
す
。
ア
イ
ス
ス
ラ
リ
ー
と
は
、
細
か
い
氷

の
粒
子
が
液
体
に
分
散
し
て
い
る
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
の
よ

う
な
状
態
の
飲
み
物
で
す
。
流
動
性
が
高
く
、
体
の
内
部

を
効
率
良
く
冷
や
す
こ
と
が
で
き
、
深
部
体
温
の
上
昇
を

抑
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
熱
中
症
対
策
に
は
も
ち
ろ

ん
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
維
持
す
る
の
に

も
有
効
だ
と
い
い
ま
す
。

ミ
キ
サ
ー
が
あ
れ
ば
自
宅
で
も
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
屋
外
作
業
や
ス
ポ
ー
ツ
の
前
後
に
は
、
ス
ラ
リ

と
喉
を
通
る
ア
イ
ス
ス
ラ
リ
ー
を
お
薦
め
し
ま
す
。

参
考
：
環
境
省
「
環
境
白
書
・
循
環
型
社
会
白
書
・
生
物

多
様
性
白
書
」
の
「
第
1
部　
第
2
章
第
7
節　
個
人
で

取
り
組
む
適
応
」、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
」
の
「
高

校
野
球  

新
た
な
暑
さ
対
策
『
2
部
制
』
と
は
？
」
な
ど

気
象
予
報
士
●
檜
山　

靖
洋　

ス
ラ
リ
と
飲
め
る
熱
中
症
対
策

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー
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JＡはぐくみ本店金融共済部　融資運用課（☎027-344-1332）

ローンに関するご相談等につきましては、JAはぐくみまでお問い合わせください。
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【
群
馬
地
区
】

（
会
場
：
箕
郷
町
ふ
れ
あ
い
公
園
）

●
団
体
の
部

　

優　
勝　
こ
く
ふ
稲
荷
台　

チ
ー
ム

●
個
人
の
部

　
優　
勝　
富
所　

健
治
さ
ん

　

第
２
位　
松
村　

朝
一
さ
ん

　
第
３
位　
奥
野　

正
勝
さ
ん

Ａ
は
ぐ
く
み
榛
名
年
金
友
の

会
は
７
月
３
日
に
、
Ｊ
Ａ
は

ぐ
く
み
群
馬
年
金
友
の
会
は
７
月
16
日

に
そ
れ
ぞ
れ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
２
大
会
合
わ
せ
て

86
人
が
参
加
し
、
８
ホ
ー
ル
２
セ
ッ
ト

を
行
い
、
打
数
の
少
な
さ
を
競
い
ま
し

た
。
熱
中
症
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な

が
ら
、
皆
さ
ん
楽
し
み
な
が
ら
プ
レ
ー

を
終
え
ま
し
た
。

各
大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

【
榛
名
地
区
】

　
（
会
場
：
上
室
田
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

●
団
体
の
部

　
優　
勝

　
　

榛
名
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン  

チ
ー
ム

●
個
人
の
部

　

優　
勝　
仲
村　

早
苗
さ
ん

　

第
２
位　
樋
口　

清
次
さ
ん

　
第
３
位　
中
島　
　

登
さ
ん

榛名地区・
群馬地区
グラウンド
ゴルフ大会

Ｊ
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▲榛名地区個人優勝！仲村早苗さん㊨▲群馬地区個人優勝！富所健治さん㊨

倉渕給油所職員募集倉渕給油所職員募集ののお知らせお知らせ倉渕給油所職員募集のお知らせ
１．雇用形態　パート、アルバイト
２．仕事内容　給油サービス（フルサービス）
３．勤務時間　８：００～１８：３０
　　　　　　  上記営業時間内で
　　　　　　  ローテーション勤務
４．時　　給　１，０５０円～
５．休　　日　週休２日（定休日：毎週日曜、水曜日）
６．勤 務 地　倉渕給油所（高崎市倉渕町三ノ倉373-１）

〈お問い合わせ〉
ＪＡはぐくみ経済生活課（担当：戸塚）☎027-344-1570
※�応募された方の個人情報は、採用に関するご連絡や選考などの目的のみ
に使用します。
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県
園
芸
協
議
会
と
高
崎
市
は
る
な
果
樹

振
興
協
議
会
が
主
催
す
る
「
第
42
回
県
も

も
品
評
会
」
と
「
第
38
回
県
プ
ラ
ム
品
評

会
」
が
23
日
、
県
庁
県
民
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
桃
25
点
、
プ
ラ
ム
43
点
が

出
品
。
全
農
ぐ
ん
ま
や
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
担
当
者
ら
に
よ
り
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

形
状
・
外
観
・
品
質
（
糖
度
・
食
味
な

ど
）
の
３
項
目
合
計
１
０
０
点
満
点
を
基

準
に
厳
正
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
結

果
、
も
も
の
部
で
は
青
木
友
和
さ
ん
（
Ｊ

Ａ
前
橋
市
果
樹
部
会
）
が
、
プ
ラ
ム
の
部

で
は
富
岡
幸
次
さ
ん
（
は
ぐ
く
み
は
る
な

プ
ラ
ム
部
）
が
そ
れ
ぞ
れ
最
高
賞
の
「
県

知
事
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、ジ
ャ

ン
ボ
プ
ラ
ム
の
部
で
は
太
田
市
の
中
里
陽

介
さ
ん
が
「
群
馬
県
議
会
長
賞
」
を
受
賞
。

重
量
は
４
１
２
㌘
で
し
た
。

同
品
評
会
は
、
県
産
の
も
も
、
ス
モ
モ

の
品
質
・
生
産
性
向
上
や
安
定
し
た
消
費

拡
大
な
ど
を
目
的
に
開
催
。
同
会
場
内
で

も
Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
管
内
の
生
産
者
ら
が
も

も
と
プ
ラ
ム
の
直
売
を
行
い
、
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
審
査
員
ら
は
「
今
年
も

甲
乙
つ
け
難
い
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。
特

に
上
位
の
品
は
順
位
付
け
す
る
の
に
と
て

も
苦
労
し
た
」と
品
評
会
を
総
括
し
ま
す
。

も
も・プ
ラ
ム

合
わ
せ
て
68
点
並
ぶ

県
内
産
の

も
も
と
プ
ラ
ム
を
Ｐ
Ｒ

【
県
プ
ラ
ム
品
評
会
】 

特
別
賞
受
賞
者

【
県
も
も
品
評
会
】特
別
賞
受
賞
者

◆
県
知
事
賞　
　
　
　
　
　

富
岡　

幸
次

◆
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

　
代
表
理
事
会
長
賞　
　
　

松
本　

千
春

◆
全
農
県
本
部

　
運
営
委
員
会
長
賞　
　
　
倉
橋　

信
英

◆
上
毛
新
聞
社
賞　
　
　
　
松
本　

千
春

◆
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

　
代
表
理
事
会
長
賞　
　
　
小
板
橋
勝
弥

◆
上
毛
新
聞
社
賞　
　
　
　

富
岡　

光
行

県
も
も
・
プ
ラ
ム
品
評
会

県
も
も
・
プ
ラ
ム
品
評
会

▲出品された桃を入念に確認

▲今品評会最重量のプラム「貴陽」 ▲一つずつ形状や外観を審査
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9

指
の
力
を
付
け
る
と
と
も
に
各
指
を
通

る
血
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
道
と
さ
れ
る
経け

い

絡ら
く

を
刺
激
し
、
体
循
環
を
良
く
す
る
体
操
で

す
。
特
に
、
首
や
肩
に
関
係
の
深
い
経

絡
・
三さ

ん

焦し
ょ
う

経け
い

が
通
る
薬
指
同
士
、
背
中

や
腰
に
関
係
の
深
い
経
絡
・
小
腸
経
な
ど

が
通
る
小
指
同
士
で
の
体
操
が
お
勧
め
で

す
。

家族で楽しむおいしい一皿

レシピ提供●料理研究家　和田　麻紀子

脳
ト
レ
！  

手
足
の
体
操

か
ぎ
指
体
操
で
全
身
運
動

健
康
生
活
研
究
所
所
長
●
堤　

喜
久
雄

家族で楽しむおいしい一皿

レシピ提供●料理研究家　和田　麻紀子

（
１
）人
さ
し
指
同
士
を
か
ぎ
の
よ
う
に
曲

げ
て
指
の
第
1
関
節
同
士
を
組
み
、左
右

に
6
回
程
度
引
き
合
い
ま
す
。指
先
に
し
っ

か
り
力
を
入
れ
て
、1
秒
ご
と
に
グ
ッ
グ
ッ

と
引
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

（
２
）中
指
か
ら
小
指
ま
で
順
に
、（
1
）と

同
様
に
し
て
引
き
合
い
ま
す
。

　

初
め
は
難
し
く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
無
理
の
な
い
範
囲
で
続
け
ま
し
ょ
う
。

（
２
）同
じ
よ
う
に
、左
腕
に
力
を
込
め
な
が

ら
下
げ
て
右
腕
を
引
っ
張
り
、右
側
の
腕
の

裏
や
脇
腹
を
よ
く
伸
ば
し
ま
す
。中
指
か
ら

小
指
ま
で
同
じ
よ
う
に
繰
り
返
し
ま
す
。

（
１
）同
じ
指
同
士
を
か
ぎ
の
よ
う
に
曲
げ

て
組
み
、頭
の
後
ろ
に
持
っ
て
い
き
ま
す
。

右
腕
に
力
を
込
め
な
が
ら
下
げ
て
左
腕
を

引
っ
張
り
、呼
吸
に
合
わ
せ
て
３
回
程
度
左

側
の
腕
の
裏
や
脇
腹
を
よ
く
伸
ば
し
ま
す
。

かぎ指体操

応　用

JAはぐくみ



表１　ウメの施肥基準（県施肥基準）   10ａ当たり成分量（kg）

樹齢 要素 施肥時期と施肥量 年間
施用量９月 ５月 ８月

幼木
(2～3年)

Ｎ 3 1 1 5
Ｐ 4 ー ー 4
Ｋ 3 1 1 5

未成木
(５～７年)

Ｎ 6 2 2 10
Ｐ 8 ー ー 8
Ｋ 6 2 2 10

成木
(８～10年)

Ｎ 10 3 5 18
Ｐ 15 ー ー 15
Ｋ 10 3 5 18

成木
(10年以上)

Ｎ 11 3 6 20
Ｐ 16 ー ー 16
Ｋ 11 3 6 20

西部農業事務所 担い手・園芸課
Agriculture

第

回

お問い合わせはこちらまで… 027-321-3600

ウ
メ
収
穫
後
の
管
理

～
来
年
の
ウ
メ
づ
く
り
は
今
日
か
ら
～

279

今
年
度
の
収
穫
は
無
事
終
わ
り
ま
し
た

が
、
一
方
で
４
月
の
降
雹
や
収
穫
期
の
高

温
な
ど
の
障
害
が
あ
り
ま
し
た
。
ウ
メ
は

永
年
作
物
で
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
気
象

の
影
響
は
徐
々
に
樹
体
に
蓄
積
さ
れ
、
樹

勢
低
下
な
ど
に
陥
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
来
年
の
収
穫
に
備
え

て
今
か
ら
準
備
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

１
．
礼
肥
の
施
用

礼
肥
は
、
収
穫
後
の
成
り
疲
れ
し
た
樹

体
を
回
復
さ
せ
来
年
の
花
芽
の
分
化
に
備

え
る
た
め
に
ぜ
ひ
実
施
し
た
い
管
理
で

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
特
定
外
来

生
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
成
虫
を

発
見
し
た
ら
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
捕
殺
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
成
虫
は
８
月
末
ま

で
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
防
除
暦
に
よ

る
収
穫
後
（
７
月
）
の
定
期
防
除
が
未
実

施
の
場
合
は
必
ず
薬
剤
の
散
布
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
直
接
幼
虫
を
捕
殺
す
る

こ
と
が
最
も
効
果
的
で
す
の
で
、
フ
ラ
ス
の

排
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
孔
道
に
沿
っ
て
マ

イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
で
樹
皮
を
剥
ぎ
、

幼
虫
を
見
つ
け
捕
殺
し
ま
す
（
写
真
５
）。

卵
か
ら
孵
化
し
た
幼
虫
は
自
ら
樹
体
内
に

食
入
し
、
フ
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
糞
と
木
く

ず
の
混
合
物
を
排
出
し
ま
す
（
写
真
４
）。

す
。
特
に
今
年
は
例
年
に
比
べ
豊
作
で
し

た
の
で
、
樹
勢
回
復
と
来
年
も
多
収
を
得

る
た
め
に
は
重
要
で
す
。

施
用
時
期
は
８
月
上
～
中
旬
に
年
間
施

用
量
の
約
30
％
を
目
安
に
施
肥
し
ま
す
。

な
お
、
早
期
に
樹
勢
回
復
さ
せ
る
た
め
に

は
肥
効
の
早
い
化
成
肥
料
や
鶏
糞
を
用
い

ま
し
ょ
う
。

２
．
重
要
害
虫
の
防
除

（
１
）
モ
モ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ

西
部
地
域
で
は
、
ウ
メ
園
で
の
被
害
が

多
く
確
認
さ
れ
て
お
り
、
７
月
下
旬
以
降

に
多
発
し
、
葉
を
加
害
し
ま
す
。

成
虫
の
体
色
は
黄
緑
色
で
、
体
長
は
３

～
３
・５
㍉ 

で
す
（
写
真
１
）。

被
害
は
、
幼
虫
と
成
虫
に
よ
る
葉
の
吸

汁
で
、
被
害
葉
に
は
カ
ス
リ
状
の
細
か
い

斑
点
が
多
数
で
き
、
葉
が
白
っ
ぽ
く
見
え

ま
す
（
写
真
２
）。
こ
の
よ
う
な
状
態
で

は
、
光
合
成
能
力
が
低
下
し
、
樹
勢
お
よ

び
収
量
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
葉
の
被
害
が
甚
大
に
な
る
と
早
期

に
落
葉
し
、
同
化
養
分
の
貯
蔵
が
阻
害
さ

れ
、来
年
の
作
柄
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

防
除
暦
で
は
、
モ
モ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ
が

急
増
す
る
梅
雨
明
け
直
後
か
ら
８
月
中
旬

ま
で
に
薬
剤
を
散
布
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
梅
雨
明
け
以
降
は
園
内
の
発
生

状
況
を
定
期
的
に
確
認
し
、
多
発
す
る
前

の
適
期
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
２
）
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

一
般
的
な
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類
に
比
べ
、

幼
虫
が
樹
体
内
を
摂
食
す
る
量
が
多
く
、

繁
殖
力
も
強
い
た
め
、
被
害
を
受
け
る
と

樹
勢
衰
弱
や
枯
死
な
ど
農
業
生
産
に
深
刻

な
ダ
メ
ー
ジ
を
及
ぼ
し
ま
す
。

成
虫
の
体
長
は
20
～
40
㍉
で
、
体
全
体

は
ツ
ヤ
の
あ
る
黒
色
を
し
て
お
り
、
赤
色

の
胸
部
「
ク
ビ
」
が
特
徴
で
す
（
写
真
３
）。

写真２ ウメの被害葉

写真１　モモヒメヨコバイ成虫

写真３
クビアカツヤカミキリ成虫

写真４ クビアカツヤカミキリの被害

サクラの根元にたまったフラス

かりんとう状の形を
したフラス

拡大すると、
薄く短い木くずが多く、
繊維状ではない

オ ス メ ス

10JAはぐくみ



見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
食
入
孔
に
樹

幹
注
入
剤
の
ノ
ズ
ル
を
差
し
込
み
噴
射
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
樹
幹
注
入
剤
の
効

果
が
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
成
虫
の
飛
散

を
防
止
で
き
る
食
入
孔
へ
の
小
枝
な
ど（
割

り
箸
で
も
代
用
可
能
）
の
挿
入
や
、
ネ
ッ

ト
巻
き
を
し
て
お
く
と
効
果
的
で
す
。

３
．
夏
季
せ
ん
定
の
実
施

ウ
メ
の
花
芽
分
化
期
で
あ
る
８
月
中
旬

頃
は
、
来
年
の
花
芽
が
分
化
す
る
だ
け
で

な
く
、
落
葉
期
ま
で
同
化
養
分
の
蓄
え
を

ス
タ
ー
ト
す
る
時
期
で
す
。

夏
季
せ
ん
定
の
目
的
は
、
太
陽
光
線
が

ま
ん
べ
ん
な
く
樹
体
に
当
た
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
実
施
し
た
い
樹
は
、
樹
勢

が
強
く
徒
長
枝
が
多
い
樹
、
太
枝
が
多
い

樹
な
ど
で
す
。
せ
ん
定
量
は
最
小
限
度
に

抑
え
、
過
度
な
せ
ん
定
に
な
ら
な
い
よ
う

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

（
担
い
手
・
園
芸
課　

園
芸
係橋

本　

輝
明
）

写真５ 樹皮を剥ぎ幼虫を捕殺

秋冬採りの青首ダイコン
品種「冬自慢」根が長くて大きなダイコン。コンテナでの栽培は一見難し

そうに思えますが、青首ダイコンなら、青首部分は地上に出
ていて、根は意外と短いので、30cmほどの土の深さが確保
できれば栽培できます。特に培養土の袋（14～20L）は、高
さも変えられ栽培にはもってこいです。
冷涼な気候を好みますが、30℃ぐらいの暑さでも発芽で

き、生育に従い適温は徐々に下がるため、種まきは冬に向け
気温が徐々に下がる９月上旬～10月中旬が一番適していま
す。害虫の多い初期は防虫し、葉の数を増やす頃と根を太ら
せる頃には追肥しましょう。
秋まき用の品種には年内収穫する秋冬採り、年明け前後

に収穫する冬採り、年明け後に収穫する越冬採りがありま
す。収穫時期に応じた品種を選ぶことも大切です。

●分類：アブラナ科ダイコン属　●好適pH：5.5～6.8
●原産地：地中海、中央アジアなど諸説●日当たり：日なた
●発芽適温（地温）：24～28℃　●生育適温（気温）：17～20℃

3 4

５

秋まきで旬のダイコンを収穫、培養土の袋をそのまま活用

ダイコン（秋まき）

みんなのコンテナ菜園
ベランダでも育てられる

写真・文：園芸研究家　●淡野一郎

【基本情報】

キスジノミハムシ：秋まきで10月上旬まで発生し、幼虫が根を食害
する。防虫ネットは目が１mm以下のものを使う。
ダイコンシンクイムシ（ハイマダラノメイガの幼虫）、アブラムシ類：
気温の高い栽培初期は、害虫が付きやすい。

【病害虫情報】

ダイコンの栽培方法

　培養土の袋（14L以上）の底の
両端を寄せ、結束バンドで結ぶ（写
真1）。箸などを使って袋の底に水
抜き穴を数カ所開ける。袋をひっく
り返し、封を開け、縁を巻き下げれ
ばコンテナができる（写真2）。

1 21 種まき準備

　土を全て袋から出し、増し土用
に１L分をよける。残りの土に化成
肥料（NPK各成分８-８-８）約18g
とようりん約３gを混ぜ袋に戻す。
深さ１、２cmのまき穴を空き缶で
開ける（写真３）。穴の周囲へ種を離して５粒まき、
土をかけ手で押さえる（写真４）。袋の底から水が
出るまで、ジョウロでゆっくり水やりする。

２ 種まき

8 9

　本葉５、６枚から葉の数を増や
し始めるので、株から離して化成
肥料（８-８-８）約５gを施し（写真
８）、土と混ぜる。このとき、袋の縁
を上げて、種まきの際によけた土
１L分を足す（写真９）。２回目はさらに約と２週間後、根が太り始め
本葉15～20枚の頃に同量を追肥する。９月下旬に種まきした場合
や冬採り品種は、耐寒性を高めるため１カ月後に同量を追肥する。

４ 増し土と２、３回の追肥

10

　秋冬採り品種で種まき後65～85日、冬採り品
種で90～130日ほど。葉が垂れ、中心部分の葉が
開いてきたら収穫する（写真10）。

５ 収穫

防虫のため種まき直後に支柱を渡し、上から
防虫ネットをかけ、ひもで縛る（写真５）。 ポイント

6 7

　最初の間引きは種まき後約１
週間で、子葉が十分に開いたら３
株にする（写真６）。間引き後は防
虫ネットを再びかける。２回目はさ
らに約２週間後の本葉４、５枚で
はさみを使い１株にする（写真７）。この頃、防虫ネットは外す。

３ 間引き（２回）

子葉の数や形、色が異なり、出芽の早晩が強い株、特に２回目は
子葉の下の茎（胚軸）が地面から極端に出た株を間引く。ポイント

写真©ICHIRO AWANO
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地　域 開催日 曜日 開始時刻 会　場

箕　郷 9月 10日 （水） 14:00 箕郷公民館２階　大会議室

群　馬 9月 16日 （火） 10:00
市民活動センター・ソシアス１階
活動室

榛　名 9月 17日 （水） 14:00
JAはぐくみ西部営農センター
２階　大研修室

倉　渕 9月 19日 （金） 14:00 倉渕支所３階　活動室

地域計画とは、地域農業を維持するために、誰が・どこの農地で・どんな作物を・
どのように栽培するのか、これから先の地域の農業の姿を話し合い、作り上げてい
く将来計画です。また、地域計画に担い手として位置付けられていることが、農地
の貸借や補助事業を活用する際の条件となる場合もあります。
本年度１回目の協議の場は、下記のとおり開催します。

　参加をご希望の方は該当地域の開催日１週間前までに、各支所まで
ご連絡ください。

倉渕地域：倉渕支所農林建設課	（直通：027-378-4527）
榛名地域：榛名支所産業観光課	（直通：027-374-6712）
群馬地域：群 馬 支 所 産 業 課	（直通：027-373-2447）
箕郷地域：箕 郷 支 所 産 業 課	（直通：027-371-9057）

①該当する地域で担い手として位置付けられている方・位置付けを希望する方

②該当する地域で耕作していない農地を所有している方（又はご家族）

③該当する地域で空き農地を探している農業者の方

　協議の場では、次の方の参加をお待ちしております。

「地域計画における協議の場」の「地域計画における協議の場」の
開催について開催について

高崎市からのお知らせ

12JAはぐくみ



⑮
コ
イ
ン

─
に
荷
物
を
入
れ
た

⑰
紙
幣
の
す
か
し
は

─
防
止
策

の
ひ
と
つ
で
す

⑲
魚
な
ど
の
内
臓
の
こ
と

⑳
あ
ぶ
く
。
ソ
ー
ダ
水
か
ら
た
く

さ
ん
出
ま
す

�
半
透
明
で
プ
ル
プ
ル
し
た
洋
菓

子
①
ミ
ー
ン
ミ
ン
、
シ
ャ
ワ
シ
ャ
ワ
、

カ
ナ
カ
ナ
カ
ナ
…
…

②
物
事
に
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と

③
代
金
は
今
度
ま
と
め
て
払
う
ね

④
西
田
佐
知
子
の
ヒ
ッ
ト
曲
、

『
コ
ー
ヒ
ー
・

─
』

⑥
さ
だ
ま
さ
し
の
名
曲
『

─
流

し
』
で
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
、
長

崎
県
な
ど
で
す
る
お
盆
の
行
事

⑧
ス
イ
カ
に
か
け
る
人
も
い
ま
す

⑩
２
分
の
１
が
ハ
ー
フ
な
ら
４
分

の
１
は

⑫
チ
ョ
ウ
が
吸
う
も
の

⑭
台
木
に
く
っ
つ
け
た
り
挟
ん
だ

り
し
て
育
て
ま
す

⑯
も
う
一
杯
、
お

─
!

⑱
鼻
の
長
い
動
物

子
育
て
に
お
い
て
、
大
学
生
の
年
代

（
19
～
22
歳
）
は
最
も
学
費
が
か
か
る
時

期
で
す
。
そ
の
た
め
、
扶
養
控
除
の
中
で

も
特
定
扶
養
控
除
と
し
て
、
他
の
扶
養
控

除
よ
り
も
控
除
額
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
（
63
万
円
）。
し
か
し
扶
養
控
除
の

適
用
要
件
で
あ
る
合
計
所
得
金
額
を
１
円

で
も
上
回
る
と
、
扶
養
控
除
は
一
切
適
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
控
除
額
が
63
万
円

か
ら
０
円
に
な
る
崖
の
よ
う
な
落
差
を
解

消
す
る
た
め
、
新
た
に
令
和
７
年
分
所
得

税
（
住
民
税
は
令
和
8
年
度
分
）
か
ら
特

定
親
族
特
別
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

基
礎
控
除
と
給
与
所
得
控
除
の
改
正
に
よ

り
、
子
の
給
与
収
入
が
１
２
３
万
円
ま
で

は
親
は
扶
養
控
除
の
適
用
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
子
が
19
～
22
歳
の
場
合
に

は
、
特
定
親
族
特
別
控
除
と
し
て
給
与
収

入
１
２
３
万
円
を
超
え
て
も
１
５
０
万
円

ま
で
は
特
定
扶
養
控
除
と
同
額
の
63
万
円

の
控
除
が
受
け
ら
れ
、
そ
の
後
、
段
階
的

に
控
除
額
が
減
っ
て
い
く
（
61
万
～
３
万

円
）
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
定
親
族
特
別
控
除
の
要
件
は
次
の
通

り
で
す
。
①
生
計
を
一
に
し
て
い
る 

②

そ
の
年
12
月
31
日
に
お
い
て
19
～
23
歳
未

満 

③
専
従
者
で
な
い 

④
控
除
対
象
扶
養

親
族
に
該
当
し
な
い

注
意
す
べ
き
点
は
、
特
定
親
族
特
別
控

除
の
対
象
と
な
る
者=

給
与
収
入
で

１
２
３
万
円
を
超
え
て
い
る
者
で
す
。
よ

っ
て
、
扶
養
親
族
に
は
該
当
せ
ず
、
障
害

者
控
除
や
住
民
税
の
非
課
税
計
算
の
人
数

に
も
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
親
控
除

も
純
損
失
や
雑
損
失
の
繰
越
控
除
が
あ
る

場
合
な
ど
を
除
き
、
適
用
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
早
生
ま
れ
（
１
月
２
日
〜
４
月

１
日
生
ま
れ
）
の
大
学
１
年
生
は
12
月
31

日
時
点
で
は
18
歳
の
た
め
、
特
定
扶
養
控

除
や
特
定
親
族
特
別
控
除
は
使
え
ず
、
一

般
の
16
歳
以
上
の
扶
養
控
除
38
万
円
の
み

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
法
律
上
は
誕
生
日

の
前
日
に
年
を
取
る
た
め
、
１
月
１
日
生

ま
れ
の
方
は
12
月
31
日
時
点
で
19
歳
と
い

う
扱
い
に
な
り
、
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

二重マスの文字をＡ～ Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

➡
タ
テ
の
カ
ギ

➡
ヨ
コ
の
カ
ギ

①
国
際
博
覧
会
（
万
博
）
に
は

─
各
国
が

出
展
し
ま
す

③
朝
顔
に

─
と
ら
れ
て
も
ら
ひ
水
（
千
代

女
）

⑤
官
の
対
義
語

⑥
合
格
を
目
指
し
て
受
け
る
こ
と
も

⑦
二
十
四
節
気
の
ひ
と
つ
。
令
和
７
年
は
８

月
23
日
で
す

⑨
悪
夢
を
食
べ
る
と
い
わ
れ
る
想
像
上
の
動

物
⑪
旧
国
名
の
ひ
と
つ
。
今
の
滋
賀
県
あ
た
り

⑬
人
が
並
ん
で
作
る
も
の

Ｊ
Ａ
全
中
・
Ｊ
Ａ
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ
ー

顧
問
税
理
士
●
柴
原　

一

扶
養
控
除
と
特
定
親
族
特
別
控
除
の
創
設

知
っ
て
納
得
！ 

税
金
講
座
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警
察
官
を
か
た
る
詐
欺
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
被
害
件
数
、
被
害
額
共
に
増
加
し

て
お
り
、
特
に
30
〜
50
代
の
被
害
者
が
増

加
中
で
す
。
電
話
で
捜
査
対
象
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
伝
え
た
後
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ビ

デ
オ
通
話
な
ど
に
誘
導
し
、
お
金
を
振
り

込
ま
せ
る
詐
欺
で
す
。
そ
の
手
口
と
対
策

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎�

実
在
の
警
察
署
な
ど
の
電
話
番
号
か
ら

詐
欺
の
電
話
が
…
…
!?

詐
欺
の
典
型
的
パ
タ
ー
ン
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
す
。
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
宛

て
に
警
察
官
を
名
乗
り
、「
あ
な
た
名
義

の
口
座
が
犯
罪
に
使
わ
れ
て
い
る
」「
あ

な
た
の
携
帯
電
話
が
不
正
に
契
約
さ
れ

た
」
な
ど
と
電
話
が
あ
り
、
そ
の
後
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ビ
デ
オ
通
話
な
ど
に
誘
導
さ
れ

ま
す
。
容
疑
が
か
か
っ
て
い
る
、
口
座
を

調
査
す
る
な
ど
と
言
っ
て
現
金
を
だ
ま
し

取
っ
た
り
、
振
り
込
ま
せ
て
お
金
を
だ
ま

し
取
っ
た
り
す
る
手
口
な
の
で
す
。
警
察

官
役
の
犯
人
が
偽
の
警
察
手
帳
や
逮
捕
状

を
見
せ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

実
在
の
警
察
署
な
ど
の
電
話
番
号
を
装

い
、
警
察
官
を
か
た
っ
て
信
用
さ
せ
る
手

口
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
発
信
者

の
電
話
番
号
を
偽
装
す
る
特
殊
詐
欺
の
手

口
。
営
業
パ
ー
ソ
ン
な
ど
が
会
社
の
代
表

番
号
を
通
知
さ
せ
て
営
業
電
話
を
か
け
る

と
き
な
ど
に
使
わ
れ
る
技
術
を
悪
用
し
た

も
の
で
す
。
か
け
て
き
た
番
号
に
折
り
返

す
こ
と
も
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎�

電
話
を
切
っ
て
警
察
相
談
専
用
電
話
に

相
談
を

警
察
官
は
詐
欺
な
ど
の
捜
査
対
象
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
電
話
で
連
絡
す
る
こ
と

も
な
け
れ
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
交
流
サ
イ
ト
）

で
連
絡
を
取
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
警
察
手
帳
や
逮
捕
状
の
画
像

を
送
る
こ
と
も
、
捜
査
な
ど
の
名
目
で
金

銭
を
要
求
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
名

前
と
所
属
を
聞
い
て
電
話
を
切
り
、
す
ぐ

に
警
察
相
談
専
用
電
話
（
＃
９
１
１
０
）

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

詐
欺
事
件
は
日
々
報
道
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
記
事
や
ニ
ュ
ー
ス
を
読
む
だ

け
で
、
ど
の
よ
う
な
被
害
が
増
え
て
い
る

か
が
分
か
り
ま
す
。
情
報
を
得
て
お
く
こ

と
で
、
こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

て
も
慌
て
ず
対
処
が
で
き
、
被
害
に
遭
わ

ず
に
済
む
は
ず
で
す
。

成
蹊
大
学
客
員
教
授
／
Ｉ
Ｔ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
●
高
橋　

暁
子

✿ご相談・お問合せは　JAはぐくみ福祉課　☎０２７－３５０－３３５５

介護サービスだより
JAはぐくみ

介護サービスだより介護サービスだより介護サービスだより
JAはぐくみJAはぐくみJAはぐくみ デイサービス

７月は「手先を動かして、脳に刺激を !!」ということで七夕の飾り付けやヒマワリの壁画作成をやり
ました。七夕では短冊に「家内円満」「健康で長生き」などの願い事を書く方が多かったです。みんなで
作った天の川に向かってお手玉を投げて大盛り上がりでした。
ヒマワリの壁画は花びらを一枚一枚丁寧に貼り、やっとできたものを見て「頑張った甲斐があった

ね」と口を揃えて言っておりました。

みんなでたくさん作りました!!みんなでたくさん作りました!!

警
察
官
を
か
た
る
詐
欺
に
注
意
！

み
ん
な
の
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
講
座
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答え
「ネガイゴト」

７
月
29
日
㈫
の
第
６
回
理
事
会
に
お
い

て
、
次
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
特
別
調
査
委
員
会
等
設
置
要
領
の
新
設

に
つ
い
て

・
人
事
労
務
関
係
諸
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

・
信
用
事
業
手
数
料
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て 理

事
会
だ
よ
り

第
６
回 

理
事
会

総合

みんなのはぐくみ
７月号の13ページ

二重マスの文字を
A〜Eの順に並べて
できる言葉はなん
でしょうか？

って    するＪＡ情報って    するＪＡ情報知 得

お問い合わせはＪＡ本店金融共済部（☎027-344-1332）または榛名支店（☎027-374-0039）まで

　すでに年金をお受け取りの方も、これからお受け

取りになられる方も、一度ご確認されませんか？

　年金の専門家「社会保険労務士」が年金、健康保険、

雇用保険など社会保険全般のご相談を承ります。

□「ねんきん定期便」「年金請求書」など日本年金機構や共済組合、基金などから届いた書類

□「年金手帳」

□「年金証書」（現在年金をお受け取り中の方）

□「みとめ印」

年金に関する書類はご本人・配偶者様分をご持参ください。

～年金相談会にご来場いただく際にお持ちいただくもの～

●開催日程

会　　場開  催  日

９月13日(土)
9:00～11:30

榛名支店
上里見町360-1

令和７年無料年金相談会のお知らせ令和７年無料年金相談会のお知らせ

組合員資格・届出事項  変動手続きのお願い組合員資格・届出事項  変動手続きのお願い
組合員の資格要件や届出事項に変更が生じた場合は、定款第14条の定めるところにより、
書面にて当ＪＡにお届けいただくことになっております。
下記などの理由で組合員資格に変動が生じた場合には、お手数です
が加入先の支店窓口にお申し出いただきますようお願いいたします。
■主な変動理由（例）
⃝組合員の死亡　⃝農業の廃止（正組合員から准組合員に変更）
⃝住所や耕作面積の変更

組合員の皆さまへ

15 JAはぐくみ
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●組合員数	 7,024人
　（うち准組合員	 3,415人）
●出資金	 10億2,361万円
●貯金総額	 518億4,595万円
●貸出金総額	 68億9,999万円
●長期共済保有額	 1506億6,601万円
●農産物販売総額	 6億3,240万円
●購買品供給総額	 6億0,498万円

青果物受付の休日カレンダー

６月末現在

℡360-8080はるな葬祭センター（ふれあい倶楽部）

JAはぐくみ
葬祭センター

ゴ ク ヨ ー

0120-64-5940

の時は、おまかせ下さい。

●ＪＡ全農ぐんま

　病院からのお迎え・ご葬儀の準備・終了までご連絡いただければ、
速やかに手配・お手伝いさせていただきます。
　ご喪家の立場に立ってご予算に応じて厳粛なご葬儀が行えます。

事前相談
受 付 中

●株式会社プリエッセ ●有限会社えぼし葬祭

JA全農ぐんま
提携業者 ●櫻井式典有限会社

田中善信顧問弁護士をお迎えして
法律全般についてご相談にお答えします。

無料法律相談

相談は予約制ですので、前日までに各支店窓口へお申し込み下さい。
当日は午後２時からの開始で、申込順に順次ご案内致します。

※中止の場合はホームページにてお知らせします。

開催日 会場

JAはぐくみ本店会議室

みなさんの
お悩みの
手 助 けに

9 18（木）

国際協同組合同盟（ICA）は1995年に「協同組合

のアイデンティティに関するICA声明」を出し、協同

組合の定義・価値・原則を示しました。今回は七つ

の協同組合原則のうち、第1原則について解説します。

同原則では、「協同組合が組合員制を取ること」「自

発的であること」「開かれていること」という三つが

述べられています。

■ 組合員制を取る
経済的、社会的、文化的ニーズをかなえるために

自発的に手を結んだ人々が、組織された協同組合の

組合員と名付けられます。その上でどんな人が組合

員になれるかを同原則は述べています。

■ 自らの意思で
協同組合を組織したり協同組合に加入したりするこ

とはその人自身の意思のみによるべきで、他の誰か

らも強制されないこと、言い換えれば協同組合に入

らない自由がある、ということです。これは、国によっ

ては政府などにより協同組合への加入が強制される

場合があったことが念頭に置かれています。

■ 開かれている（誰でも加入）
基本的に希望する人は誰でも加入できる、という

ことです。同原則では具体的に、ジェンダー、社会的

（社会的な属性、民族や文化などによる差別）、人種的、

政治的、宗教的な立場を理由に加入を断ってはなら

ないと述べています。

ただし、この開かれていることには二つの条件が

付いています。一つ目は協同組合のサービスを利用

できることです。協同組合が特定の属性の人たちに

よって、その人たちが利用するサービスを提供するよ

うに組織された場合（例えば農業者が農協を組織す

る場合）は、そのサービスを利用できる人だけが加

入できる、と限定される場合があります。

二つ目は組合員としての義務と責任を受け入れる

意思があることです。同

原則には、協同組合がも

たらす利益を自分たちだ

けで独り占めせず、より

多くの人に広げていこう

という考えもあります。

協同組合の運営原則（1） ●2025国際協同組合年全国実行委員会事務局

「2025年国際協同組合年
（IYC2025）のページ」
日本協同組合連携機構

国際協同組合年


